
 一般会計 ①

 特別会計 ②

 企業会計 ③

  合　計

（単位　千円）

13億287万7,000円

6億73万2,000円

1,353万6,000円

19億1,714万5,000円

補　正　額 補正後予算額

一 般 会 計 ① 52,132,990 1,302,877 53,435,867

会　　計　　区　　分 現計予算額

特
　
別
　
会
　
計
　
②

国 民 健 康 保 険 事 業
特別会計 （事業勘定 ）

8,488,756 92,426 8,581,182

国 民 健 康 保 険 事 業
特別会計 （直診勘定 ）

85,841 8,975 94,816

後 期高齢者医療事業
特 別 会 計

1,682,692 50,693 1,733,385

介護保険事業特別会計 10,299,557 415,378

114,097

4,307,210

10,714,935

診 療所事業特別会計 276,934 20,588 297,522

令和８年度９月補正予算(案)の概要

小　　　計 20,947,253 600,732 21,547,985

管理会財産区特別会計 1,761 - 1,761

霊 苑 事 業 特 別 会 計 8,905 1,382 10,287

太 陽 光 発 電 事 業
特 別 会 計

102,807 11,290

合　　　　　計 87,355,760 1,917,145 89,272,905

企
業
会
計
③

水 道 事 業 会 計
（ 支 出 分 ）

4,299,018

14,275,517 13,536 14,289,053小　　　計

8,192

下 水 道 事 業 会 計
（ 支 出 分 ）

9,976,499 5,344 9,981,843
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№ ページ

1 バス交通対策事業（但東地域での地域交通実証事業） 新規 ３

2 医療費助成のオンライン資格確認の導入 新規 ６

3
水道料金の基本料金の無償化
※地方創生臨時交付金事業（物価高騰対応重点支援） 新規 ７

4 中心市街地活性化事業（（仮称）オープンストリートデイ） 新規 ８

5 城崎ボートセンター常設桟橋更新 継続 ９

主 要 事 業 の 概 要  （目 次）

事　　　　　　　業　　　　　　　名
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新規 

 

№１ 事業名 
バス交通対策事業費 

（但東地域での地域交通実証事業） 

補 正 

予算額 
4,202 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

 ⑴ 【但東高橋地区】地域主体交通「チクタク」の仕組みを活用した実証運行事業 

   高橋地区が抱える移動課題の解決に向け、市営バス「イナカー」に加えて地域主体

交通「チクタク」を併用運行し、地域主体による運行体制の構築、利用者ニーズやド

ライバー確保の可能性等を検証することで、「豊岡版ライドシェア」の実現可能性を検

討する。 

 

 ⑵ 【但東資母地区】地域主体交通「チクタク」を活用したコミュニティ配送（貨客混

載）実証運行事業 

人口減少や少子高齢化の進行により、地域交通や地域物流に加え、地域コミュニテ

ィの担い手不足が深刻化している。このような中、日本郵便及び兵庫県と連携し、地

域主体交通「チクタク」を活用した貨客混載を実施することで、交通と物流を一体的

に支える新たな「共助」の仕組みを構築する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

ア 但東高橋地区 

  市営バス「イナカー」に加え、地域主体交通「チクタク」を実証的に併用運行し、

地域主体による運行体制、利用者ニーズ、ドライバー確保等について検証する。 

 

イ 但東資母地区 

郵便局が資母コミュニティセンターまで配送したゆうパックを地域が受け取り、

「チクタク」の運行に合わせて地域ドライバーが各家庭へ配送する貨客混載の実証

を行う。 

 

⑵ 事業期間 

  ア 但東高橋地区   

2026 年10 月～2027 年３月 

  イ 但東資母地区   

2026 年11 月～12月 

 

⑶ 事業主体 

  ア 但東高橋地区 

豊岡市（運行主体：高橋地区コミュニティ「たかねっと」） 

  イ 但東資母地区 

豊岡市（運行主体：チクタク資母運営協議会） 
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新規 

 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

ア 但東高橋地区 

    2,901千円（「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト2,021千円 

市町振興支援交付金88千円） 

イ 但東資母地区 

    1,301千円（貨客混載実証事業日本郵便負担金1,301千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【経営企画課交通政策室】（内線2491） 
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新規 

 

≪参 考≫ 

【但東高橋地区】地域主体交通「チクタク」の仕組みを活用した実証運行事業（イメージ） 

 

 

【但東資母地区】地域主体交通「チクタク」を活用したコミュニティ配送（貨客混載）実証運行事業 
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新規 

 

№２ 事業名 
医療費助成のオンライン資格確

認の導入 

補 正 

予算額 
11,242 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

医療費助成（こども医療費・重度障害者医療費・ひとり親家庭等医療費・未熟児養育

医療費）のオンライン資格確認を導入することにより、マイナ保険証1枚で資格情報の確

認（医療機関等の受診）を可能とする。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

医療費助成（こども医療費・重度障害者医療費・ひとり親家庭等医療費・未熟児養

育医療費）の資格情報データを作成し、デジタル庁が運用する自治体・医療機関等を

つなぐ情報システムＰＭＨ（Pubulic Medical Hab）へ連携することにより、マイナ保

険証によるオンライン資格確認を可能とする。 

  ＜対象とする医療費助成＞ 

   こども医療（8,200 件）、重度障害者医療（1,280 件）、 

ひとり親家庭等医療（150 件）、未熟児養育医療（10 件） 

 

⑵ 事業期間 

   2027年３月稼働予定 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   2026年10月～ 連携データを作成するための現行システム改修 

   2026年11月～ ＰＭＨへ連携するためのネットワーク設定変更 

   2027年３月  稼働予定 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   11,242千円（地域診療情報推進費補助金1/2） 

 

３ その他参考事項 

 ・ 紙の受給者証は廃止せず、引き続き受給者全員に発行する。 

 ・ 医療機関等で利用するには、マイナ保険証としての利用登録が必要。 

（ＰＭＨに関しては、市への事前申請や利用登録作業の必要なし。） 

 

 

 

 

担当課名【国保・年金課】（内線 2261） 
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新規 

 

№３ 事業名 水道料金の基本料金の無償化 
補 正 

予算額 
173,324 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

  物価高騰等の影響を受ける市民の生活を支援するため、国の「物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金」を活用し、水道料金の基本料金を４か月分減額する。 

 

２ 事業概要 

 ⑴ 内  容 

   一般家庭等では主に口径13mm、20mmの水道メーターを使用されており、それらの水

栓をご利用されている方に対し、４か月間の基本料金を減額する。 

ア メーター口径13mm（約33,000水栓） 

    4,224円（基本料金1,056円/月の４か月分）を減額 

  イ メーター口径20mm（約3,700水栓） 

    8,360円（基本料金2,090円/月の４か月分）を減額 

 

 ⑵ 事業期間 

   2026年度 

 

 ⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

 ⑷ 今後のスケジュール 

  ア 2026年９月下旬～10月中旬 システム改修 

  イ 減額期間 

   (ｱ) 10月下旬から11月上旬及び12月下旬から１月上旬に検針する地域 

     2026年10月分～2027年１月分の基本料金を減額 

   (ｲ) 11月下旬から12月上旬及び１月下旬から２月上旬に検針する地域 

     2026年11月分～2027年２月分の基本料金を減額 

   ※ 居住地域により、検針する時期が異なる。 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   173,324千円 地方創生臨時交付金（物価高騰対応重点支援）（10/10） 

※ 一般会計から水道事業会計への負担金 

 

３ その他参考事項 

  2025年度（第１弾及び第２弾）に引き続き、通算３度目の実施となる。 

 

 

 

担当課名【水道課】（内線3770） 
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新規 

 

№４ 事業名 
中心市街地活性化事業(（仮称）

オープンストリートデイ) 

補 正 

予算額 

3,800 

債務負担行為含む 
千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

中心市街地に「春のにぎわい」を創出し、活性化につながる事業支援を行う。  

事務負担や費用面等の課題を軽減した「官民共創型」事業で、持続可能な取組みを目指す。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

「(仮称)オープンストリートデイ」の試行的実施 

  ア 2027年５月の休日の一日、大開通り(下図参照)を歩行者専用空間とする。 

イ 市が歩行者専用空間の環境を提供し、公募による民間５団体程度が、各ブロックを

自由に活用してにぎわいを創出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 事業期間 

   2026年度～2027年度(2027年５月開催予定) 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市(環境整備等)、公募による民間団体等(企画運営) 

 

⑷ 今後のスケジュール(予定) 

   2026年９月末 公募開始 

   2026年12月  実施団体決定 

   2027年５月  (仮称)オープンストリートデイ開催 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   3,800千円 

   (内訳) 2026年度：302千円 

       2027年度：3,498千円（債務負担行為） 

 

 

 

担当課名【環境経済課】（内線2302） 

8



 

継続 

 

№５ 事業名 
城崎ボートセンター常設桟橋更

新 

補 正 

予算額 

55,000 

債務負担行為含む 
千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

  城崎ボートセンターの常設桟橋（2004年整備）について、整備から20年以上が経過し

て経年劣化が進んでいるため、更新を行い、ボート競技の拠点施設としての機能を維持

するとともに競技力の向上を図る。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

   城崎ボートセンター常設桟橋の更新 

 

⑵ 事業期間 

   2026年度～2027年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   2026年度 設計業務、更新工事 

   2027年度 更新工事 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   61,000千円 

ア 桟橋更新設計業務（2026年度）  6,000千円（過疎債：充当率100％） 

  イ 桟橋更新工事（2026年度）     22,000千円（過疎債：充当率100％） 

（2027年度）     33,000千円（過疎債：充当率100％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城崎ボートセンター常設桟橋全景 

 

 

 

担当課名【文化・スポーツ振興課】（内線2791） 
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